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去
る
十
一
月
四
日(

水)

に
、
生
徒
会
新
役
員
の
任
命

式
を
行
い
ま
し
た
。

新
役
員
は
、
次
の
通
り
で

す
。(

敬
称
略)

【
本
部
役
員
】
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二
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鶴

屋
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莉

書
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会
計

一
年

松
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大
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【
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部
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生
活
文
化
部
長

二
年

山

崎

陽

菜

生
活
文
化
副
部
長

一
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東

里
帆
子

環
境
保
体
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二
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ど
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環
境
保
体
副
部
長

一
年

樗

木

紅

音

こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
た

旧
生
徒
会
役
員
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。
特
に
、

三
年
生
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か

ら
は
高
校
入
試
に
向
け
て
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

新
役
員
の
皆
さ
ん
は
、
力

を
合
わ
せ
て
、
伝
統
を
守
り

つ
つ
も
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

高
江
中
新
生
徒
会

ス
タ
ー
ト
す
る

来
る
十
二
月
三
日(

木)

十
四
時
か
ら
、
本
校
に
お
き
ま
し
て
、

峰
山
小
と
の
小
中
一
貫
教
育
実
践
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

当
日
の
日
程
・
概
要
等
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

【
研
究
主
題
】

未
来(
あ
す)

に
向
か
っ
て
前
進
す
る
、
瞳
輝
く
「
高
江
っ

子
」
の
育
成

～
深
く
考
え
判
断
し
、
豊
か
に
表
現
で
き
る
力
を
育
む
小

中
連
携
～

【
日
程
】

受

付
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…
…
…
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三
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四
五
～
一
四
：
〇
〇

公
開
授
業

ふ
る
さ
と
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科(

小
五
・
六
、
中
一)

…
…
…
…
…
…
…
一
四
：
〇
〇
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一
五
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〇
〇

道
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…
…
…
…
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一
四
：
〇
〇
～
一
四
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五
〇

理
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中
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…
…
…
…
…
一
四
：
〇
〇
～
一
四
：
五
〇

移
動
・
準
備
…
…
…
…
…
…
一
五
：
〇
〇
～
一
五
：
一
五

全

体

会

開
会
行
事
…
…
…
…
…
…
一
五
：
一
五
～
一
五
：
二
五

研
究
発
表
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
…
一
五
：
二
五
～
一
六
：
〇
〇

研
究
協
議
…
…
…
…
…
…
一
六
：
〇
〇
～
一
六
：
二
五

指
導
講
話
…
…
…
…
…
…
一
六
：
二
五
～
一
六
：
三
五

閉
会
行
事
…
…
…
…
…
…
一
六
：
三
五
～
一
六
：
四
〇

こ
の
発
表
に
向
け
ま
し
て
、
峰
山
小
と
本
校
の
職
員
は
、
昨

年
度
か
ら
着
々
と
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
の
発
表
で
は
、
小
規
模
校
な
ら
で
は
の
特
色
で
あ
る
き

め
細
や
か
な
指
導
を
通
し
て
児
童
・
生
徒
の
学
力
向
上
を
図
る

教
育
活
動
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

本
市
で
は
、
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
す
る
に
あ
た
り
、
他
市

町
村
の
学
校
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

を
「
ふ
る
さ
と
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
」
と
し
て
、
カ
リ

小
中
一
貫
教
育
実
践
発
表
会
を
し
ま
す
。

キ
ュ
ラ
ム(

教
育
課
程)

に
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
市
独
自
の
取

組
で
、
平
成
十
八
年
三
月
に

内
閣
府
か
ら
「
構
造
改
革
特

別
区
域
計
画
認
定
書
」
を
本

市
が
受
け
、
「
薩
摩
川
内
市
小

中
一
貫
教
育
特
区
」
と
な
り
、

併
せ
て
、
平
成
二
十
一
年
四

月
に
、
本
市
全
小
・
中
学
校

が
教
育
課
程
特
例
校
の
指
定

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
で
き

た
特
設
の
教
科
領
域
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
科
」
は
、
前
期(

小

一
～
四)

、
中
期(

小
五
・
六

・
中
一)

、
後
期(

中
二
・
三)

か
ら
な
り
、
今
回
の
発
表
で

は
、
小
学
校
と
中
学
校
と
の

つ
な
ぎ
の
部
分
に
あ
た
る
中

期
の
取
組
を
中
心
に
紹
介
し

ま
す
。

ま
た
、
小
学
校
の
先
生
が

中
学
校
で
授
業
を
し
た
り
、

反
対
に
中
学
校
の
先
生
が
小

学
校
で
授
業
を
し
た
り
す
る

の
を
「
交
流
授
業
」
と
言
い

ま
す
が
、
本
校
区
で
は
こ
の

交
流
授
業
を
実
践
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
学
力
向
上
を
効
果

的
に
図
ろ
う
と
い
う
取
組
も

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
中
学
校
の

先
生
方
の
専
門
性
を
小
学
校

で
活
用
す
る
と
い
う
取
組
が

主
で
し
た
が
、
今
回
は
、
年

度
当
初
に
全
学
年
で
実
施
し

ま
す
標
準
学
力
テ
ス
ト(

Ｎ
Ｒ

Ｔ)

の
結
果
を
分
析
し
、
児
童

・
生
徒
の
「
つ
ま
ず
き
」(
課

題)

を
把
握
し
、
そ
こ
に
交
流

授
業
を
設
定
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。

Ｎ
Ｒ
Ｔ
の
結
果
分
析
は
、

ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
比
較
的
時
間
の

あ
る
夏
季
休
業
中(

夏
休
み)

に
全
体
研
修
を
も
つ
学
校
が

多
い
で
す
。

本
校
で
は
、
業
者
に
特
別

に
お
願
い
し
て
、
五
月
始
に

結
果
を
送
っ
て
も
ら
い
、
す

ぐ
に
分
析
を
し
、
交
流
授
業

計
画
を
立
て
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
教
科
に
系
統

性(

小
学
一
年
か
ら
中
学
三
年

ま
で
の
学
習
内
容
の
つ
な
が

り)

が
あ
る
の
で
す
が
、
教
科

に
よ
っ
て
そ
の
軽
重
が
幾
分

異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
算

数
の
四
則
演
算
を
習
熟
し
て

い
な
い
生
徒
に
と
り
ま
し
て

は
、
中
学
校
数
学
は
ち
ん
ぷ

ん
か
ん
ぷ
ん
で
、
お
よ
そ
理

解
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
一

方
、
社
会
科
の
六
年
生
の
歴

史
の
内
容
を
忘
れ
て
も
、
中

学
校
で
し
っ
か
り
習
熟
す
れ

ば
、
あ
る
程
度
は
取
り
戻
せ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
系
統
性
の

強
い
教
科
に
お
き
ま
し
て
は
、

そ
の
つ
ま
ず
き
は
致
命
的
に

な
り
ま
す
。
そ
れ
を
交
流
授

業
で
補
お
う
と
い
う
の
で
す
。

ま
た
、
教
科
内
容
の
系
統

性
と
い
う
も
の
は
、
一
般
に

教
え
る
側
の
教
師
間
で
重
要

視
さ
れ
ま
す
が
、
教
わ
る
側

で
は
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。

本
校
の
理
科
で
は
、
生
徒

た
ち
が
そ
の
学
習
の
流
れ(

系

統
性)

を
把
握
し
、
学
習
に
役

立
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
究
発
表
に
お
き

ま
し
て
は
、
Ⅰ
で
生
徒
が
、

Ⅱ
で
職
員
が
、
そ
し
て
、
Ⅲ

で
は
峰
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
協
議
会
が
発
表
し
ま
す
。

あ
と
、
私
が
心
配
し
て
い

る
こ
と
は
、
本
番
当
日
の
天

候
と
、
生
徒
・
職
員
の
健
康

管
理
で
す
。

や
っ
と
こ
こ
ま
で
頑
張
っ

た
の
で
す
か
ら
、
本
番
で
は
、

生
徒
・
職
員
に
十
分
な
達
成

感
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

お
時
間
の
許
さ
れ
る
方
は
、

是
非
、
御
参
観
く
だ
さ
い
。

十
一
月
十
九
日(

木)

六
時

間
目
に
、
学
校
応
援
団
の
皆

様
の
御
協
力
の
下
、
フ
ラ
ワ
ー

タ
イ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

学
級
園
を
は
じ
め
と
す
る

校
庭
一
円
に
、
た
く
さ
ん
の

花
の
苗
を
植
栽
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

二
・
三
ヶ
月
後
に
は
、
花

い
っ
ぱ
い
の
学
校
を
楽
し
め

る
も
の
と
、
感
謝
し
て
い
ま

す
。
本
当
に
、

有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

フ
ラ
ワ
ー
タ
イ
ム
の
御

協
力
、
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

高江中学校ホームページを公開中 http://www.edu.satsumasendai.jp/takae-j/



１１月１日（日）高江中体育館において，保護者 市家庭教育学級・ＰＴ
や地域の方々等，多くの皆様の御参加をいただき， Ａ合同研修大会が１４
ステージ発表や展示発表，元気塾を終えることがで （土），国際交流センタ
きました。一人ひとりの良さが発揮されました。 ーで実施されました。本

校ＰＴＡが「全員参加で
活動の充実と活性化を図
り，会員相互の資質の向
上に努めよう」というテ
ーマで発表しました。３㎞ロードレースと諸研修
会に全員一回は参加する取組を中心に紹介しまし
た。この日に向けて，ＰＴＡ理事の方々を中心に
準備を進めてきました。ＰＴＡの皆様，ありがと
うございました。お疲れさまでした。

１０月３１日（土）に柳山で
サツマイモが収穫されました。
中学生は，マルチをはがす作
業や収穫を進んで行っていま
した。作業後には，おにぎり
やメザシをいただきました。
地域の方々とも楽しく交流で
きたいい機会となりました。

・今までの中で一番いい演技ができてよかった。
・皆と協力して行った。前もって準備していたので
スムーズに思うことができた。来年も皆で協力し
て盛り上げ思い出に残る文化祭にしたい。

・それぞれの学年の特色が出ていてよかったです。
特に３年生のサプライズには感動しました。

・いろいろな作品が展示されており，生徒の普段の
学習の様子が分かり，よかったです。

・沢先生の朗読や歌など，とても楽しかったです。
先生から元気や勇気をもらえました。

・読み聞かせがとてもよくて，昔，子どもに聞かせ
ていたことを思い出しました。

８日（日），峰山地区の文化祭
に出演しました。
歌やリコーダーの演奏を披露

しました。見に来られた方から
「とてもよかったですよ。感動
しました。」という声が聞かれま
した。生徒の皆さん，お疲れさ
までした。

４日（水）に実施しました。消
火器の使い方を教えていただき，
練習もしました。これから火災
が発生しやすい時期になってき
ます。充分，気をつけましょう。

12月 主な行事予定

日 曜 学 校 行 事 等
1 火 薩摩川内いじめのない学校づくりの日，生徒集会，ＳＳＷ来校
2 水 小中一貫教育実践発表会前日準備
3 木 小中一貫教育実践発表会
4 金 ＳＬ来校，ＡＬＴ来校
7 月 ＡＬＴ来校，３年３者面談（~12)
8 火 全校朝会，修学旅行（～10），ＳＳＷ来校
11 金 ＳＬ来校,租税教室（3年），2年休養措置日
12 土 土曜授業日
15 火 生徒集会，SSW来校
17 木 3kmロードレース（1,2年）,ALT来校
18 金 ＳＬ来校，ＡＬＴ来校
19 土 まつもとオープン卓球大会（～20）
21 月 ALT来校
22 火 全校朝会，ＡＬＴ来校，ＳＳＷ来校
23 水 天皇誕生日
24 木 終業式,大掃除
25 金 冬季休業（～1/7）,しめ縄･門松づくり予定
28 月 仕事納め

文化祭・薩摩川内元気塾

収穫の秋 ～サツマイモ収穫～

赤い羽根「共同募金」
生徒会が中心になり募金活動を行った
結果，学校全体で４,２６５円集まりま
した。御協力ありがとうございました。

３年劇

２年劇

市ＰＴＡ研修大会活動発表

よろしくお願いします！！
斉藤正己（さいとうまさき）先生がスクールカ

ウンセラーとして，11月26日（木）より，本校へ
いらっしゃることになりました。よろしくお願い
します。

１年劇

薩摩川内元気塾

展示発表

生徒・保護者・地域の方々からの感想

峰山地区文化祭出演

防火・防災訓練
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